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機械翻訳の歴史は古く、1940 年代後半から始まったと言われている。それにもかかわらず、現時点で
はまだ高精度の機械翻訳システムは実現されていない。翻訳とはそもそも高度に知的な行為であり、こ
れを計算機上で行なうには大きな計算機パワーが必要であったり、大規模な対訳データや高度な言語処
理技術などの言語資源・言語知識が必要である。これらの問題は、近年の計算機のめざましい発達や、
インターネットなどによる対訳データの利用、さらには言語処理技術の発展などにより解決されつつあ
る。それとともに、他言語に触れる機会も急速に増加しており、機械翻訳への期待が高まっている。
機械翻訳において最も重要かつ困難な問題の一つは、言語間の違いを克服することである。ここで「言
語間の違い」というのは各言語の性質の違いのことであり、言語の性質とは意味のある文を構成するた
めに用いられる要素、表現、語順などのことである。英語とフランス語間のように似た言語対では、逐
次的な単語の置き換えと局所的な単語の入れ替えだけでも、かなり高精度な翻訳が行なえるが、日本語
（主語 - 目的語 - 動詞）と英語（主語 - 動詞 - 目的語）のように語順が大きく異なり、また表現の自由度
も異なる言語対では翻訳は非常に難しくなり、実用的な翻訳システムは未だに開発されていない。この
ように違いの大きい言語対間の翻訳では、文の構造的な情報を利用することが非常に重要であり、その
方法の一つとして文を単語列ではなく木構造として扱うことが考えられる。既存の手法の多くは文を単
語列として扱っており、木構造を利用した手法であっても、対訳文内の単語対応の推定、単語対応結果
からの翻訳知識の自動獲得、および獲得された知識を利用した翻訳の各ステップが分離しており、木構
造を利用するメリットが最大限有効に利用されているものはほとんどない。本論文ではこれらの全ての
ステップにおいて文を単語依存構造木として扱う枠組を提案し、これが高精度な翻訳の実現に有効であ
ることを示した。
翻訳知識の自動獲得ステップでは、1. 依存構造木上での距離を利用した、2. 方向性のない、3. 句対応
獲得手法を提案し、既存の、単語列距離を用いた方向性のある単語対応推定手法による結果からヒュー
リスティクスにより句対応を獲得する手法に比べて 13%程度誤りを軽減することができた。また、この
対応結果から木構造で表現された翻訳用例を獲得し、これを翻訳で利用してその精度を人手により評価
したところ、人手によりチューニングされた、ルールベースの商用翻訳システムと同等の翻訳精度を達

成し、既存の単語列による
翻訳手法よりも有意に高精
度であることを示した。ま
た構築した翻訳システムは
日本語イーコマースサイト
の商品説明文の英語への自
動翻訳に利用されるなど、
実社会への貢献も大きい。
今後は他の言語対での大
規模な実験を行ない、提案
した手法が言語に依存しな
いロバストな手法であるこ
とを示し、様々な場面での
機械翻訳の利用の拡大に貢
献したい。 1  図 1：用例ベース機械翻訳の概要


